参考資料

会則検討委員会に対する諮問の内容

【諮問】

　委員の方々は、当市民会議にふさわしくまた機能的と考える会則の改定を立案し、全体会に提案してください。

　立案に当たっては、次の二つの点に配慮いただきたいと思います。

1)  当市民会議が、自由に希望して参加した、意見を持つ市民の集まりであり、素案策定までの間、意見表明を希望するすべての市民がその機会を得ることが望ましいこと。

2)  参加する市民はすべて平等であり、公平に扱われるべきこと。会議の役員は奉仕者であり、市の公務員や外部の有識者は助言者の立場にあること。
　検討は独自に工夫しながら進めていただき、議事整理の必要がある場合は、広く用いられている議事規則によってください。検討の期間は定めませんが、１ヵ月を経たときは、全体会に検討の概略と提案予定を報告してください。
添付書類

a. 鎌倉市自治基本条例策定市民会議会則、平成18年6月13日改定。
b. 規約改正の凍結に際する代表メモ。平成19年8月20日付。

